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ご使用前に必ず 
お読みくださし、。 
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ストラップ-リモコンのか间け-ぶ 









表示パネル 
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ファインダーと表示ランプ 




パノラマ撮影時 



〇 

〇 


* 才ートフォーカスフレーム、緑ランプ、ホランプの働きは一般(標準) 
撮影時と同じです。 


I ，巧載にっぃて 



ご使用前に、視度調整ダイヤ 
ルを回してファインダー視野 
がもっともはっきり見える位 
置に調整してください。 

* +1〜 一2 ディオプトリーの範囲 
で調整することができます。視度 
調整ダイヤルを時計方向に回すと 
+側、反時計方向に回すと一側に 
調整されます。 




1 . 由スれぶ 


*電あを入れたとき、交換したときは必ずオートデートの 
修正をしてください。 


⑩>酬@ I 

ストラツプ調節具の突起部で電化 
室カバーの開放ボタンを矢印方向 
に押すと、電化室カバーが開きま 
す。 



合せて正しい向きで入れ、電化室 
カバーをカチッと音がするまで開 
じてください。 


r 



パワースイツチを押して電源 ON に 
し、撮影表示パネルを確認してく 
ださい。 

電ミ也 マークが 黒く点なしていれ 
ば、電化容量は 0 K です。 


. 5¢-巧発して大けがの危険があります。電池を义の中に入れたり、 
A ® ロシヨート、分解、加觀、充電をしないで〈ださい。 


. 、本 A 発熱発义の危険があります。指定かの巧池をイま用しないでく 
么注，居、ださし、。 







使用電化は、リチウム電化 ( CR 123 A 
または DL 123 A : 3 V ) 1本です。 

* 撮影途中で電ミ也マークが2/3白〈なった 
ら、最後まで撮影してフィルムを巻き戻 
した後、電ミ也交換して〈ださい。また、 
電池マークが全て白〈なったときは、途 
中巻き戻しスイッチを巧して、フイルム 
を巻き戻した後電ミ也交換して〈ださい。 


* 長期間の旅行や、た〈さんの写真を撮影 
するときには、予備の電ミ也をご用意して 
お〈ことをおすすめします。 

* 連続してフラッシュ撮影すると電ミ也容量 
が少ない表示になり、自動的にパワー OFF 
になることがあります。その場合、しば 
ら〈待ってから再度電源 ON にして〈ださ 
し、。電源 ON にしたときに、電ミ也容量が十 
分な表示になれば、そのまま撮影が続け 
られます。 

* 寒;令地では電ミ也の性能が化下しますの 
で、カメラを保温しながらご使用〈ださ 
し、まれに、電ミ也の容量が十分でも、電 
ミ也の容量が少ない表示になることがあり 
ます。 


電お交換するときのごま意 

1) 電ミ也交換するときは、 必ず電源を OFF にし 
てから 行って〈ださい。 

2) 撮影途中のフィルムが入っているとき 
は、電ミ也を手早〈 （20 秒な内）入れ替えて 
〈ださい。 

3) フィルムが入っているときに電ミ也交換す 
ると、電源を ON にしたときに、フィルム 
が数コマ分 （3 コマ程度）自動給送され、 
フィルムカウンターが "1" になること 
がありますが撮影は続けられます。 

4) フィルムの終わり近〈で電ミ也交換する 
と、フィルムカウンターが "0" のまま 
点滅することがあります。このときは、 
フィルムを途中巻き戻しして〈ださい。 
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* 日付-時刻を合わせてくださし、。 


2019年までの日付-時刻を記録し、画面に写し込むことができます。 


AUTO DATE 

Tin in 二 1 し 1 
UU lU L I 


MODE SELECT SET 

® o o 



オートデート表示切替え-修正ス 
イツチの MODE スイツチを押すと、 
年月日、日時分、写し込みなしな 
どが選択できます。 

* スイッチの操作は、ストラップの調節具 
の突起部で巧して〈ださい。 



デートが写し込まれる位置に、白 
や黄色などの明るい背景がくると 
デート文字が見えにく くなる場合 
がありますのでご注意ください。 

* デートは、標準画面とパノラマ画面のど 
ちらにも写し込みができます。 


表示 モー ドの切替え 



日•月•ホ 
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. フイルムの 1 れゴ 
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DX 導入感度 

25 

50 

100 

200 

400 

800 

1600 

3 200 

使用フィルム感度 

25 

50 

100 

200 

400 

800 

1600 

3 200 

( ISO ) 

32 
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250 
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1000 

2 000 
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80 

160 

320 

640 

1250 

2 500 
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フィルムを少し引き出し、先端を 
カメラ内部の先端マーク （ La 
FILM TIP ) に合わせてください。 


V 



裏ぶたを閉じるとフイルムは1枚 
目の撮影位置まで自動的に送られ 
ます。 


* 電ミ也を初めて入れたときや電ミ也交換した 
後にフィルムを入れた場合、裏ぶたを開 
じてもフイルムが自動的に送られないこ 
とがあります。 

このようなときは、フイルムを入れて裏 
ぶたを閉じた後、パワースイッチを巧し 
て電源 ON にして〈ださい。レンズが撮影 
位置に繰り出された後、フィルムが1枚 
目まで送られます。 


* DX 導入感度が IS 025 にセットされるフィ 
ルムをご使用の場合は、フィルムを入れ 
て裏ぶたを閉じた後 I こ、電源 ON にしてか 
らシャッターボタンを1回巧して〈ださ 
し、フィルムが1枚目まで送られます。 
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シャツターボタンを半押しすると 
緑ランプが点灯し、自動的にピン 
卜が合います。 

* シャツターボタンは半巧しのままにして 
くださし、。 



シャッターボタンをさらに深く静 
かに押し込み、シャッターをきつ 
てください。 

* 撮影が終わるとフイルムが1コマ自動的 
に送られ、フイルムカウンターの数字が 
1つ進みます。 


日中撮影の距離 


焦点距雜 

巧を距離 

3 8 mm 〜15 0 mm 

0.8 m 〜〇〇 


* 撮影距離が 0. 8 m 〜1 m のときは、近距離 

_撮影となります。_ 

* シャッターをきったときにファインダー 
が動 〈場合がありますが、 撮影は最初に 
決めた構図で行われます。 

* シャッターボタン半巧しで緑ランプが点 
滅したときは、被写体が近すぎてピント 
が合わない警告ですから、シャッターは 
きれません。シャッターボタンから指を 
離し、被写体から少し離れてシャッター 
ボタンを巧し直して〈ださい。 
















5 . 卓おフラッシュ W 


* 暗いときはフラッシュが自動的に発光します。 



シャッターボタンを半押しして、 
緑ランプと共に赤ランプが点灯し 
たら、フラッシュが自動的に発光 
する表示です。 



シャッターボタンをさらに深く静 
かに押し应み、フラッシュ撮影を 
してください。 


* フラッシュ撮影後のホランプ点灯は、充 
電中ですからこの間シャッターはきれま 
せん。 

* フラッシュ発光のときのシャッター速度 
は、広角側で最長1/4日秒まで、望遠側で 
最長1/100砂までとなります。カメラぶれ 
にごを意〈ださい。 

* 人物のフラッシュ撮影には、ホ目軽減撮 
影をおすすめします。 


フラツシユ撮影の距離 (ネガカラーフィルム使用の場合) 


焦点距離 

フィルム感度 

提影距離 

3 8mm 

に 0100 

0 . 8 m 〜 5.0m 

に 0400 

0 . 8 m 〜 1 0.0m 

1 1 1 m rn 

に 0100 

0 . 8 m 〜 1.8m 

1 >J U 1 M III 

に 0400 

0 . 8 m 〜 3.6m 







6 ^4 Hh n jE ^2 * 被写体が画面中央から外れるときは、 

■ イマ —の AfcJ ツツフォ-カス□ック撮影をしてください。 



ピントを合わせたい被写体にオー 
トフオーカスフレームを合わせ、 
シャツターボタンを半押しにして 
ください。緑ランプが点灯し、ピ 
ント位置が固定されます。 

* シャツターボタンは半巧しのままにして 
ください。 

* フオーカスロックと同時に露出も固定さ 
れます。 



シャッターボタンを半押しのまま 
希望の構図に決め直し、シャッタ 
ーボタンをさらに深く静かに押し 
这み、シャッターをきってくださ 
い。 

* 半押しした指をシャッターボタンから離 
すとフォーカスロックは解除され、やり 
直しができます。 


才ートフォーカスが正しく 
働きに〈い被写体 

① 光を反射しに〈い黒いもの 

② ルさいもの、細かいもの 

③ 発光体 

④ 光沢のあるもの 

⑤ 雨、霧、煙等の実体のないもの 
これらは測距しに〈いので、等距離の測距し 
やすいものに向けてフォーカスロックをし 
てから撮影をして〈ださい。 

また、ガラス越しの撮影の場合は遠景撮影モ 
-ドで撮影して〈ださい。 


* 構図を決め直すときに、撮影距離が変わら 
ないようにごを意〈ださい。距離が変わつ 
たときは、やり直して〈ださい。 







なが摊巧良 


*0. 8 m まで近づいて近距離撮影ができます。 



0. 8 m 〜1 m に近づいてピントを 
合わせたい被写体にオートフオー 
カスフレームを合わせます。 

* レンズを望遠側にセットすると被写体が 
より大き〈写ります。 

* =脚を使い、セルフタイマー撮影をする 
と、カメラぶれを防げます。 



ファインダー内の近距離補正マー 
クより下側で構図を決め、シャツ 
夕ーボタンを押してください。 

* 図の青い部分が写る範囲です。 

* 構図上、被写体が才ートフォーカスフレ 
—厶力、ら外れる場合は、フォーカスロツ 
ク撮影をして〈ださい。 



シャッターボタンを半押しして、 
緑ランプが点滅したときは... 

* 0.8 m より近すぎて、ピントが合わない警 
告ですから、シャッターはきれません。 
シャッターボタンから指を離し、被写体 
から少し離れてシャッターボタンを巧し 
直して〈ださい。 





8. パノラマ巧反 


* フィルムの途中でパノラマ画面に切替えができます。 


し 



パノラマ切替えレバーを上方向へ 
回して、レバーの指標（〇印）を ♦ 
印に合わせて固定させると、パノ 
ラマ画面になります。 

* ファインダー内の撮影範囲フレームも、 
パノラマ用に切替わります。 



パノラマ撮影範囲フレーム内で構 
図を決め、撮影してください。 

* 構図上、被写体が才ートフオーカスフレ 
—ムから外れる場合はフオーカスロック 
撮影をして〈ださい。 

* パノラマ撮影では、被写体から 2 m レ : Ul 
離れて撮影することをおすすめします。 



* このカメラのパノラマ撮影は、カメラ側 
で標準画面の1コマ分の上下を遮光して 
写し込み、フイルムの中央部（約 12X 
35 mm ) をプリントの段階でパノラマサイ 
ズ (89 X 254 mm ) に仕上げるものです。 


* パノラマ撮影でも、日付■時刻を写し込 
むことができます。 
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DDDDDDDDDDDDD 






9. フイルムのかりごし-ぶ 














途中巻き戻しの方法 

* 巻き戻し後の手順は、自動巻き戻しの場 
合と同じです。 


途中巻き戻し （ R ) スイッチをスト 
ラップ調節具の突起部で押すと、 
撮影途中のフィルムの巻き戻しが 
できます。 

* フィルムカウンターは、巻き戻しに連動 
して減算表示していきます。 
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15. フラッシュなしの巧巧® 
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18. リモコン W 


* カメラから離れて撮影することが 
できます。 



リモコンの送信部をカメラの受信 
部に向けて、送信ボタンを押すと 
赤目軽減ランプが3砂間点滅した 
後、シャッターがきれます。 

* 自動パワー OFF の状態では受信されませ 
ん。 


=脚をご使用〈ださい。 

セルフタイマー lil 外の全ての撮影モード 
で、リモコン撮影ができます。 

受信可能距離は、約 5 m レ：1内（正面）で 
す。 

リモコン受信部に太陽や堂光灯などの光 
が強〈当たっているとき、或いはインバ 
ーター式を光灯が近〈にあるときはリモ 
コン撮影できないことがあります。その 
ようなときは、セルフタイマー撮影する 
かカメラを移動させて〈ださい。 


* リモコンには電ミ也が入っています。撮影 
ができな〈なったら、電ミ也交換して〈だ 
さい。リモコン裏面にある小さな+ネジ 
2本を外すとリモコンが2分割でき、電 
池 ( GR 202 日)交換が巧能です。 


警告 

爆発して大けがの危険があります。 
リモコンを火の中に入れたり、分解、加熱 
しないで〈ださい。 






おをなた於 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 


おが 

:レンズシャツターホズームレンズ巧 AF 全自勤3 5 mm カメラ 

画面サイズ 

: 2 4 X 3 6 mm 

レンズ 

:コニカズームレンズ 38 mm F 5.0- 15 0 mm F 1 3.8 (8 群10か）、レンズカバーか 

パワースイッチ •• 巧お ON でレンズカバーが巧きレンズがおり出す、巧原、0 F F でレンズが収巧されレンズカ 
/く一が閉じる、電お0 N のまま約3分間操作をしないと自お的にパヮ ー0 F F 

シャツター 

:巧り兼用プログラムシャッター、電磁レリーズ、お1 .5 巧〜約1/3 2 0巧 

焦点調節 

:ホか據ノンスキャンアクティブま自動焦点、想をお囲： 0.8 m 〜 c »、 巧おお囲かレリーズ 
ロック（沒ランプ点ぶ）、フォーカスロック可能、遠景巧お可能 

誘出調を 

: CdS を光素子使用のプログラム AE 、 中央重点測光 

巧出連動巧囲 

: ( 1 SOI 00) f = 3 8 mm E V 4 〜 E V 16, f =15 0 m m E V 7 〜 E V 16 

フィルム感を 

:自動 設定 （ IS 025 〜 ISO 320 0) 

ファインダー 

:ま像ホズームファインダー、才ートフォーカスフレーム、近距離補正マーク、パノラマ提を 
切替え時に巧をお囲フレーム、ファインダーわきじ緑ランプ（みな ： AE - AF ロック、点 
ぶ：近2目巧 If 告）、ホランプ（点な：フラッシュ発光表示、フラッシュ充電中表示、点ぶ： 

低巧を連おお囲か If 告）、+1〜一2ディオプトリーの視度調整可能 

フフ ツンユ 

:手ぶれお巧の低な度時に自巧発光するフラッシュマチック機巧、発光間隔•約8が、連おお 
囲* (1 SOI 00) f = 38 mm 0.8 m 〜 5 m、f =150 mm 0.8 m 〜 1.8 m 

パノラマ巧お 

:パノラマ切替えレバーじよりパノラマ画面に切替え、ファインダー内じパノラマ巧を巧囲フ 
レームを表示、パノラマ切替えレバーにより標李画面に復帰、巧を途中の切替え可能、才一 
トデ ー 卜の写し込み位 a 自動切替え 








モード切替え 

自動フラッシュ提影、ホ目お巧巧彩、日中フラッシュ巧影、セルフタイマー巧お、ポート 
レート夜景巧を、フラッシュなしの提影、 +1.5 露出補正提を、違を巧影のをモードを選わ！ 
可能（提影表示パネルに表示） 

セルフタイマー 

耍子ホ、作が時間•約10秒、ホ目巧みランプが約7巧間点'ぶした巧に約3秒巧点灯、途中 
解除可能 

リモコン 

ホか光利用の専用リモコンシステム、送信ボタンで始動、受信可能距巧約 5 m む內（正 
面）、否池 CR 2 0 2 5 • 3 V 1個、電池寿命お10，0 0 0回 

フィルム給送 

電動式、奏ぶたを閉じるとスタートするオートローディング、自動卷き上げ、フィルム終了 
でオートリターン、をき戻しお了巧自動停止、途中巻き戻し可能 

フィルムカウンター：煩算ま、想影表示パネルに表示 

オートデート 

巧晶表示ホデジタルウォッチ巧な、2 019年までの年月日*日時分-月日年-日月年を表 
示、写し込みなしも選が可能、秒単位まで修正可能、月差 -±9 0 おん： i 内 

使用温を範囲 

-10で〜+5 0で 

電池寿命 

5 0%フラッシュ発光のときお13本 （2 4か巧りフィルム） 

電源 

リチウム電池 （ CR 123 A または DL 123 A -3 V ) 1本 

大きさ 

12 4.5 X 7 0 X 6 1 .5 mm 

質量（重さ） 

312 g (電池別） 





